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真草千字文（Ⅱ）

「
焉
」「
哉
」「
乎
」「
也
」
は
文
末
に
あ
る
語
で
す
が
、

あ
な
た
は
こ
の
四
つ
の
文
字
が
千
字
文
の
最
終
文
末
に
あ

る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
？
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千
字
文
に
つ
い
て
Ⅱ

　

千
字
文
の
内
容
を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
数
の
多
い
順
に
並
び

変
え
て
み
ま
し
た
。

１　

人
間
の
生
き
方
や
教
育
、
学
習
な
ど
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
110
個
（
44
％
）

２　

政
治
の
上
で
の
活
動
と
変
遷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
42
個
（
16.8
％
）

３　

中
国
の
都
な
ど
の
解
説
と
紹
介
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
25
個
（
10
％
）

４　

自
然
状
況
に
お
け
る
発
見
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19
個
（
7.06
％
）

５　

過
去
の
王
な
ど
の
活
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
個
（
3.2
％
）

６　

風
景
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
個
（
2.8
％
）

７　

自
然
現
象
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
個
（
2.8
％
）

８　

過
去
の
生
活
や
暮
ら
し
の
様
式
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
個
（
2.4
％
）

９　

過
去
の
生
活
習
慣
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
個
（
２
％
）

10　

生
き
物
に
対
す
る
活
動
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
個
（
1.6
％
）

11　

人
間
が
作
り
だ
し
た
も
の
と
発
明
し
た
も
の
…
…
…
…
…
…
…
４
個
（
1.6
％
）

12　

人
間
の
穀
物
な
ど
に
対
す
る
取
り
組
み
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
個
（
1.2
％
）

13　

内
容
に
お
け
る
説
明
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
個
（
1.2
％
）

14　

歴
史
に
対
す
る
事
項
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
個
（
1.2
％
）

15　

千
字
文
の
制
作
に
お
い
て
残
っ
た
文
字
の
扱
い
…
…
…
…
…
…
２
個
（
0.8
％
）

16　

軍
事
的
な
戦
略
な
ど
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
個
（
0.8
％
）

　

故
に
人
間
の
生
き
方
や
教
育
、
学
習
な
ど
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解

出
来
ま
し
た
。

恬
筆
倫
紙
（
恬て

ん

の
筆ふ
で

、
倫り
ん

の
紙か
み

）
で
は
意
味
が
わ
か
り
ま

せ
ん
ね
。
恬
は
蒙
恬
の
こ
と
。
倫
は
蔡
倫
の
こ
と
で
す
。

「
蒙も

う

恬て
ん

は
筆
を
つ
く
り
、
蔡さ
い

倫り
ん

は
紙
を
つ
く
っ
た
。」
と
い

う
と
理
解
出
来
ま
す
。
中
国
語
の
表
現
は
意
外
と
短
い
の

で
す
が
、
こ
の
千
字
文
の
四
文
字
は
中
国
語
の
中
に
お
い

て
も
文
章
と
し
て
も
ご
く
短
か
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。

孤
陋
寡
聞
。
愚
蒙
等
誚
（
孤こ

陋ろ
う

寡か

聞ぶ
ん

は
、
愚ぐ

蒙も
う

と
等ひ
と

し
く

誚そ
し

ら
る
）
は
「
独
学
で
師
友
よ
り
益え
き

を
得
る
こ
と
が
な
け

れ
ば
見
識
に
乏
し
く
、
無
知
文
盲
と
同
様
に
非
難
さ
れ
て

し
ま
う
。」
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
次
の
、
最
後
の
四
文
字

は
氣
が
か
り
で
す
。

謂
語
助
者
。
焉
哉
乎
也
（
語ご

助じ
ょ

と
謂い

う
者
は
、
焉え
ん

哉さ
い

乎こ

也や

な
り
）
は
「
語
の
助
辞
と
称
す
る
も
の
は
、
焉え
ん

、
哉さ
い

、

乎こ

、
也や

な
ど
の
字
が
そ
れ
で
あ
る
。」
と
あ
り
、
単
な
る
最

終
語
で
は
あ
る
が
、
こ
の
各
四
文
字
は
文
章
の
終
り
に
来

る
文
字
で
す
。
殷
鉄
石
は
い
づ
れ
か
の
文
章
の
終
り
に
用

い
る
だ
ろ
う
と
、
こ
の
四
文
字
を
選
択
し
た
と
思
い
ま
す

が
、
周
興
嗣
は
用
い
る
処
が
な
く
最
後
に
残
っ
た
こ
の
四

文
字
を
全
体
の
文
末
に
持
ち
越
し
、
こ
の
表
現
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？�

（
大
琳
）
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「日本の心」

　　
ななこの詩

和の国日本の

おもてなし

小さな仕草にも

思いやり
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2020

昨 日 と 今 日

そ し て

明 日 ず っ と ず っ と

つ な が っ て

つ な が っ て

生 き る 道 は

つ な が っ て

な な こ の 詩

昨 日 と 今 日

そ し て

明 日 ず っ と ず っ と

つ な が っ て

つ な が っ て

生 き る 道 は

つ な が っ て

な な こ の 詩
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